
盆会で法話する三浦真教先生（８月５日、順慶寺本堂にて）
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◆◇ 風入会と盆会 ◇◆
順慶寺では、 宗祖七五〇回御遠忌法要をお勤めして以来、 宝物の一部を本堂の後堂に常設展示

している。 特に大切な宝物は、 昔から風入会を開催し玄関にてお虫干しする傍らで、 展示すること

にしていた。 昨今は、日程を盆前（ ８月の第一土曜日） にして、盆会も同時に開催するようになった。

◇ 

自
ら
を
律
す
る
こ
と
の
難
し
さ 

◇

今
月
の
釈
尊
の
言
葉
は
、『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
よ
り
、

「
他
人
に
教
え
る
通
り
に
自
分
で
行
え
。

自
己
を
よ
く
制
し
て
こ
そ
、

他
人
を
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
己
を
制
す
る
の
は
じ
つ
に
難
し
い
」（
第
一
五
九
偈
）

か
ら
の
引
用
で
す
。

今
月
の
言
葉
は
、
釈
尊
と
弟
子
た
ち
が
、
祇ぎ

園お
ん

精
し
ょ
う

舎じ
ゃ
で
雨う

安あ
ん

居ご

に
入
っ
て
、
修
行
し
て
い
た
と
き
の
ひ
と

ま
く
で
す
。
雨
安
居
で
は
、
釈
尊
が
修
行
を
す
る
弟

子
た
ち
に
、
瞑め
い

想そ
う
す
る
目
的
の
た
め
に
、
①

業ご
っ

処し
ょ
（
瞑

想
対
象
）
を
与
え
る
の
が
常
で
し
た
。

あ
る
雨
安
居
の
と
き
、
テ
ィ
ッ
サ
と
い
う
長
老
は
、

釈
尊
か
ら
業
処
を
与
え
ら
れ
る
と
、
五
百
人
の
比
丘

た
ち
を
連
れ
て
、
瞑
想
す
る
た
め
に
森
に
入
っ
て
行
き

ま
し
た
。
森
の
中
に
入
る
と
す
ぐ
、

「
同
朋
た
ち
よ
、
釈
尊
か
ら
業
処
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
怠
り
な
く
勤
め
な
さ
い
」

と
言
い
、
自
ら
は
僧
坊
の
中
に
入
っ
て
行
き
ま
し
た
。

五
百
人
の
弟
子
た
ち
は
、テ
ィ
ッ
サ
の
訓
戒
に
従
っ

て
、
夜
更
け
ま
で
、
屋
外
で
②

経き
ん

行ひ
ん
（
歩
い
て
行
う

瞑
想
）
を
し
ま
し
た
。
疲
れ
て
横
に
な
ろ
う
と
す
る

と
、
再
び
、
テ
ィ
ッ
サ
が
や
っ
て
き
て
、「
怠
り
な
く

は
げ
め
」
と
言
わ
れ
、
外
に
出
て
経
行
を
続
け
ま
し

た
。
真
夜
中
に
な
り
、
疲
れ
切
っ
た
の
で
横
に
な
ろ

う
と
す
る
と
、
ま
た
テ
ィ
ッ
サ
が
や
っ
て
き
て
同
じ

こ
と
を
言
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
弟

子
た
ち
は
、
ス
ト
レ
ス
の
あ
ま
り
瞑
想
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
上
の
空
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

弟
子
た
ち
の
一
人
が
、
テ
ィ
ッ
サ
な
ら
ば
、
ス
ト
レ

ス
に
う
ち
勝
っ
て
瞑
想
目
的
を
果
た
し
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
と
思
い
、
僧
坊
を
訪
ね
て
み
る
と
、
実
は
、

テ
ィ
ッ
サ
は
大
い
び
き
を
か
い
て
寝
て
い
ま
し
た
。

◆
ダ
ン
マ
パ
ダ（
法
句
経
）

第
１
５
９
偈
よ
り

行
に
励
む
こ
と
を
勧
め
た
長
老
が
、

実
は
、
怠
け
て
横
に
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
を
知
っ
て
叱
ら
な
か
っ
た
釈

尊
の
本
意
は
？
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お
盆
が
過
ぎ
て
も
酷
暑
が
続
き
ま
す
。

暑
さ
が
続
く
限
り
、
夕
方
の
水
遣
り

は
必
須
で
す
。

あ
る
日
の
夕
方
、
日
が
か
げ
っ
て
き

た
と
ば
か
り
水
遣
り
や
ら
あ
れ
も
こ
れ

も
と
欲
張
っ
て
作
業
を
し
て
い
ま
し
た

ら
、
辺
り
が
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
変
と
家
に
向
か
っ
て
駆
け

出
す
と
、
盲
導
犬
を
連
れ
、
杖
を
持
っ

た
ご
夫
婦
が
若
い
お
連
れ
の
方
と
境
内

を
歩
い
て
行
か
れ
る
の
が
目
に
飛
び
込

ん
で
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
暗
く
な
っ
て
か
ら
の
外
歩

き
は
さ
ぞ
ご
不
自
由
に
違
い
な
い
と
、

と
っ
さ
に

「
暗
い
で
す
が
大
丈
夫
で
す
か
？
」

と
声
を
お
か
け
す
る
と
ち
ょ
っ
と
驚
か

れ
た
風
で
行
っ
て
し
ま
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
す
ぐ
に
先
程
の
言
葉
が
不
用
意

だ
っ
た
と
気
づ
い
た
の
で
す
。
ご
夫
婦
に

と
っ
て
は
暗
い
こ
と
に
意
味
が
な
い
こ
と
を
。

思
い
込
み
や
固
定
観
念
で
縛
ら
れ
て

い
る
と
、
大
事
な
「
気
付
き
」
が
出
来

な
い
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

弟
子
た
ち
は
怒
り
、
釈
尊
の
も
と
へ
行
き
、

こ
と
の
真
相
を
話
す
と
、
釈
尊
は
、
静
か
に
、

「
他
人
を
訓
育
す
る
者
と
い
う
の
は
、
自
己

を
よ
く
制
御
す
べ
き
で
す
。
制
御
さ
れ
た
も

の
こ
そ
、
他
も
の
を
御
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
」
と
語
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

◇ 

内
な
る
心
の
危
う
さ 
◇

か
つ
て
、
ア
ッ
プ
ル
の
創
始
者
で
あ
る
、

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
が
、
最
晩
年
に
、

「
君
た
ち
の
時
間
は
限
ら
れ
て
い
る
。
だ
か

ら
他
の
誰
か
の
人
生
を
生
き
て
時
間
を
無
駄

に
し
て
は
ダ
メ
だ
。
定
説
に
と
ら
わ
れ
る
な
。

そ
れ
は
他
の
人
々
が
考
え
た
結
果
に
過
ぎ
な

い
か
ら
だ
。
自
分
自
身
の
内
な
る
声
を
、
他

人
の
意
見
に
よ
っ
て
か
き
乱
さ
れ
て
は
い
け

な
い
。
最
も
大
事
な
の
は
、
心
の
声
、
直
感

に
従
う
勇
気
を
も
つ
こ
と
だ
。」

と
演
説
し
た
の
は
有
名
な
話
。
自
分
の
内

な
る
声
、
直
感
は
実
に
自
身
に
活
力
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
内
な
る
声
に
は
、
貪と

ん

欲よ
く
、

瞋し
ん

恚に

、
愚ぐ

痴ち

な
ど
の
三
毒
も
含
ま
れ
て
き
ま

す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
三
毒
を
う
ま
く
制
御

で
き
ず
、
結
局
周
り
の
意
見
や
空
気
に
任

せ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
な
か
な
か
我
が
心

に
自
信
を
も
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

親
鸞
聖
人
は
、

「
し
か
れ
ば
わ
れ
ら
は
善
人
に
あ
ら
ず
、
賢

人
に
も
あ
ら
ず
。
賢
人
と
い
う
は
、
か
し
こ

く
よ
き
ひ
と
な
り
。
精
進
な
る
こ
こ
ろ
も
な

し
」（『
唯
信
鈔
文
意
』）

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
心
の
内
は
、
空
し

く
、
偽
り
、
飾
り
、
諂
へ
つ
らう

心
の
み
が
支
配
す

る
と
も
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

懈け

怠た
い

に
満
ち
た
テ
ィ
ッ
サ
長
老
の
こ
と
を
、

酷
い
目
に
遭
っ
た
弟
子
た
ち
が
責
め
な
か
っ

た
の
は
、
こ
う
い
っ
た
内
な
る
心
の
危
う
さ

を
釈
尊
が
見
抜
い
て
、
弟
子
た
ち
に
自
制
を

求
め
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

①
【
業
処
】　

上
座
部
仏
教
の
座
禅
で
説
か
れ
る
、
止し

（
奢し

ゃ

摩ま

他た

＝
散
乱
し
た
心
を
離
れ
、
思
い
を
止
め

て
心
が
寂
静
に
な
っ
た
状
態
）
に
お
け
る
導

入
的
な
瞑
想
対
象
の
こ
と
。
全
部
で
四
十
種

類
あ
る
の
で
、
四
十
業
処
と
も
言
う
。

②
【
経
行
】　

原
意
は
、
一
定
の
場
所
を
徒
歩
で
往
復
す
る

こ
と
。
二
〇
一
二
年
現
在
の
禅
宗
で
は
、
坐

禅
に
伴
う
足
の
痺
れ
や
眠
気
を
取
り
除
く

た
め
、
坐
禅
と
坐
禅
の
間
に
行
う
と
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
義
浄
に
よ
れ
ば
、
経
行
に
は
、

病
を
取
り
除
き
、
消
化
を
助
け
る
、
健
康

促
進
の
目
的
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

③
【
ス
ティ
ー
ブ
・
ジョ
ブ
ズ
】　

一
九
五
五
年
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
。
ア
ッ
プ
ル

の
共
同
創
業
者
の
一
人
で
あ
り
、
同
社
の

Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
務
め
、
一
切
の
妥
協
を
許
さ
な

い
カ
リ
ス
マ
的
変
革
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

iPhone

、iPad

な
ど
革
新
的
な
製
品
を
世
に

送
り
出
し
た
。

　
（
①
～
③
はwikipedhia

を
参
照
し
た
）

《
第
四
十
一
回 

　 

映
　
　
画 

》

先
日
、
妹
と
宮
崎
監
督
の
「
君
た

ち
は
ど
う
生
き
る
か
」
を
見
に
行
き

ま
し
た
。
正
直
一
回
見
た
だ
け
で
は
ス

ト
ー
リ
ー
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
し
、
人
に
よ
っ
て
も

映
画
の
考
察
が
異
な
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
お
経
を
学
ぶ
際
の
感
覚
と

近
い
と
思
い
ま
し
た
。

お
経
は
一
見
し
た
だ
け
で
は
意
味

が
分
か
り
ま
せ
ん
し
、
同
じ
文
章
を

読
ん
で
い
て
も
解
釈
は
何
通
り
も
あ

り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
そ
の
教
え
が
自

分
の
人
生
に
ど
う
照
ら
さ
れ
て
い
る

の
か
も
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、
映

画
は
面
白
く
鑑
賞
で
き
ま
し
た
。

祠
堂
と
は
、
位
牌
な
ど
を
納
め
る

お
堂
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

宗
派
に
よ
っ
て
は
、
お
寺
に
位
牌
堂
を
持
っ

て
、
先
祖
の
位
牌
を
本
堂
に
祀
る
こ
と
を
、

祠
堂
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、祠
堂
経
（
ま
た
は
祠
堂
法
要
）

と
い
う
場
合
に
は
、
お
寺
の
お
堂
に
位
牌
が

祀
っ
て
あ
る
の
で
、
お
寺
で
お
経
を
上
げ
て

も
ら
う
こ
と
を
差
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
浄
土
真
宗
で
は
、
位
牌
を
用

い
る
こ
と
を
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
お
話
で
き

れ
ば
と
は
思
い
ま
す
が
、
位
牌
を
お
堂
に
納

め
な
い
の
に
祠
堂
法
要
と
い
う
の
は
お
か
し

い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
あ
り
ま

す
よ
ね
。

流
行
歌
は
、
歌
う
人
が
無
く
な
る
と
忘

れ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
し
か
し
、
お
釈

迦
様
の
大
切
な
教
え
（
お
経
）
は
、
読
経

す
る
こ
と
で
、
現
代
ま
で
意
義
を
失
わ
ず
、

救
い
の
世
界
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

順
慶
寺
の
場
合
、
昔
か
ら
永
代
経
と
い
っ

て
、
春
と
秋
に
本
堂
で
大
切
な
お
経
が
上
が

り
続
け
る
よ
う
に
願
っ
て
読
経
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
読
経
が
少
し
で
も
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
大
切
な
身
内
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、

永
代
帳
と
い
う
名
簿
に
故
人
の
法
名
を
連

ね
、
故
人
の
お
敬
い
を
兼
ね
て
い
き
ま
す
。

こ
の
永
代
帳
が
、
祠
堂
に
位
牌
を
納
め
た

よ
う
に
感
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
祠
堂
法
要
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

９月にお寺では、祠堂法９月にお寺では、祠堂法
要が勤まります。しかし、要が勤まります。しかし、

祠堂って言葉は普段使いません祠堂って言葉は普段使いません
よね。どういう意味ですか？よね。どういう意味ですか？

思
い
込
み

コーナーコーナー



◆
盆
会
・
風
入
会
開
催
＝ 

さ
る
8
月
5
日
、

講
師
に
三
浦
真
教
氏
を
迎
え
て
盆
会
並
び

に
寺
宝
風
入
会
が
開
催
さ
れ
た
。
盆
会
は
、

本
年
ま
で
須
弥
壇
収
骨
さ
れ
た
方
の
み
の

ご
案
内
と
な
っ
て
お
り
、
本
堂
に
50
名
ほ

ど
の
参
詣
が
あ
っ
た
。

◆
上
半
期
教
化
委
員
会
を
開
催
＝ 

さ
る

8
月
23
日
、
上
半
期
教
化
委
員
会
が
開
催

さ
れ
た
。
会
の
中
で
、
助
音
講
の
練
習
を

男
女
と
す
る
こ
と
、
下
半
期
の
大
法
要
を

通
常
開
催
に
す
る
こ
と
、
真
宗
講
座
の
講

座
テ
ー
マ
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。

◆
寺
報
製
作
の
紙
折
り
機
新
調
＝ 

８
月
、

寺
報
が
発
刊
よ
り
三
十
周
年
を
迎
え
る
の

を
期
に
、
長
ら
く
使
用
し
て
き
た
紙
折
り

機
、
今
ま
で
使
っ
て
き
た
デ
ュ
プ
ロ
の
機
種

か
ら
マ
ッ
ク
ス
の
機
種
に
新
調
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
、
眼
を
酷
使
す
る
と
直
ぐ
疲

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
黒
い
も
の
が
目
の
前
を

飛
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
忙
し
さ
の

あ
ま
り
、
半
年
ほ
ど
放
っ
て
お
い
た
の
で
す

が
、
い
よ
い
よ
黒
い
も
の
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
盆
が
終
わ
り
、半
日
の
休
日
を
も
ら
っ
て
、

眼
医
者
に
行
っ
て
み
た
ら
、
日
帰
り
で
即
手

術
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。病
名
は
、網
膜
裂
孔
。

奇
し
く
も
老
院
が
還
暦
の
こ
ろ
、
網
膜
剥
離

を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
一
歩
手
前
で
し

た
。
や
は
り
親
子
で
す
ね
。（
住
）

･･･････････････････････････

大
変
な
暑
さ
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
暑
さ

で
一
番
つ
ら
い
の
が
車
の
中
に
入
る
時
。
サ
ウ

ナ
の
よ
う
な
空
気
に
入
っ
て
い
く
の
が
た
ま
ら

な
く
億
劫
で
す
。
こ
の
暑
さ
も
彼
岸
ま
で
に

収
ま
る
と
い
い
で
す
が
…
。（
若
）
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聞
香
院
釋
保
寿

8
月
8
日
寂 

塚
本
保
次（
97
）

山
ノ
端
組 

塚
本
正
夫
様
の
父

8
月
度
護
寺
会
物
故
者

釋
文
眼

8
月
10
日
寂 

杉
浦
文
一（
83
）

豊
田
市 

杉
浦
和
幸
様
の
父

常
住
院
釋
尼
鈴
音

8
月
10
日
寂 

竹
内
ス
ヅ
エ（
92
）

北
尾
組 

竹
内
修
様
の
母

釋
義
真

8
月
11
日
寂 

安
藤
義
和（
87
）

み
よ
し
市 

安
藤
和
己
様
の
父

釋
尼
昌
華

8
月
19
日
寂 

佐
野
昌
子（
83
）

泉
田
町 

佐
野
吉
嗣
様
の
母

静
香
院
釋
正
敬

8
月
19
日
寂 

杉
浦
正
直（
79
）

西
尾
市 

杉
浦
新
八
様
の
叔
父

来
た
る
九
月
十
二
日
（
火
）
に
順
慶

寺
に
お
い
て
、
秋
季
永
代
経
（
過
去

五
十
年
間
＝
昭
和
四
十
八
年
九
月
～
令

和
五
年
八
月
に
祠
堂
金
を
上
納
さ
れ
た

方
々
へ
の
法
要
、
ご
案
内
は
命
日
に
関

わ
ら
ず
上
納
か
ら
五
十
年
間
）
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
当
日
、
今
年
五
十

回
忌
を
迎
え
て
、
当
山
に
納
骨
さ
れ
た

方
々
の
倶
会
一
処
式
も
行
い
ま
す
。

昨
年
度
（
令
和
四
年
度
＝
令
和
四
年

九
月
～
令
和
五
年
八
月
）、
新
た
に
祠

堂
金
を
順
慶
寺
に
お
上
げ
下
さ
り
、
御お

紐ひ
も

解ど

き
法
要
（
祠
堂
開
き
）
を
執
行
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
（
ま
た
は
執
行

予
定
の
方
も
含
む
）
は
、
以
下
の
通
り

で
す
。 祠

堂
新
規
上
納
者
並
び
に
倶
会
一
処
該
当
者

順慶寺執事

法
名
並
び
に
名
簿
一
覧 
法
名
並
び
に
名
簿
一
覧 

㊟
祠
堂
金
は
、
三
分
の
二
を
順
慶
寺
の
什

物
拡
充
な
ど
に
充
て
、
三
分
の
一
を
護

寺
会
金
と
し
て
、
護
寺
会
会
計
に
積
立

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

新
規
祠
堂
上
納
者
一
覧（
敬
称
略
）

倶
会
一
処
該
当
者
一
覧（
敬
称
略
）

為 

聞
香
院
釋
尼
妙
早 

神
谷
サ
ナ
エ 

 
 

願
主 

神
谷　

忍（
西
念
寺
門
徒
）

為 

光
恵
釋
尼
照
順 

池
田
て
る
子 

 
 

願
主 

池
田　

曉（
今
川
東
組
）

為 

即
生
院
釋
良
稔 

稲
垣　

稔 

 
 

願
主 

石
川
満
儀（
下
高
根
）

為 

常
宣
釋
称
鍼 

池
田
鍼
治

 
 

願
主 

池
田
桂
子（
高
畑
組
）

為 
果
峰
院
釋
正
信 

矢
田
正
信

 
 

願
主 

矢
田
昌
弘（
淨
信
寺
門
徒
）

為 

清
雅
院
釋
尼
妙
倉 

横
山
く
ら
子

 
 

願
主 

横
山
幸
司（
山
ノ
端
組
）

為 

香
樹
院
釋
護
教 

加
藤　

護　
 

 

願
主 

加
藤
哲
夫（
山
ノ
端
組
）

為 

楽
求
院
釋
敏
応 

塚
本
勝
敏

 
 

願
主 

塚
本
英
紀（
今
川
西
組
）

為 

願
生
院
釋
尼
妙
政 

志
水
政
子

 
 

願
主 

志
水
政
子（
下
高
根
）

為 

融
和
院
釋
靖
安 

岩
間　

靖

 
 

願
主 

岩
間
喜
久
美（
高
畑
組
）

1
月
19
日 

岡
本
ヨ
シ
コ 

岡
本
釼
三
の
妻

3
月
26
日 

鈴
木
ラ
ク 

鈴
木
重
明
の
母

5
月
2
日 

岡
本
和
幸 

岡
本
鑊
の
長
男

6
月
12
日 

杉
浦
久
美 

杉
浦
末
太
郎
の
父

6
月
19
日 

岡
本
良
猛 

岡
本
忠
義
の
孫

6
月
21
日 

池
田
善
明 

池
田
イ
ツ
エ
の
夫

7
月
19
日 

佐
野
ち
づ 

佐
野
長
蔵
の
妻

8
月
2
日 

峯
増
次
郎 

峯
花
子
の
父

8
月
14
日 

池
田
き
ぬ
子 

池
田
正
一
の
姉

8
月
16
日 
相
木
ひ
で 

相
木
茂
保
の
母

9
月
15
日 

鬼
頭
金
光 

鬼
頭
庄
平
の
長
男

10
月
1
日 

岡
本
と
み 
岡
本
孝
男
の
母

10
月
13
日 

志
水
美
登 
志
水
文
夫
の
父

10
月
22
日 

加
藤
喜
代
子 

加
藤
曻
の
妻

10
月
31
日 

池
田
文
太
郎 

池
田
秀
次
の
父

12
月
31
日 

杉
浦
小
糸 

以
上
十
六
名

以
下
は
、
本
年
五
十
回
忌
（
昭
和
49
年

没
）
で
倶
会
一
処
を
迎
え
た
方
の
中
で
、

当
山
須
弥
壇
お
よ
び
納
骨
堂
に
納
骨
さ
れ

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
方
々
で
す
。

祠
堂
法
要
の
午
後
よ
り
、
法
要
を
し
て

納
骨
堂
の
中
に
共
同
埋
骨
さ
れ
ま
す
。

編
集
部
短
信

編
集
雑
記



日 曜 行　事　内　容 掃除当番
1 金  （有志）寺カフェ（9：00～、順慶寺南落間他）
2 土
3 日
4 月  おたのしみ会（14：00、順慶寺）
5 火
6 水
7 木 木－１
8 金
9 土  助音講（16：00、順慶寺玄関）

10 日  大掃除（8：00、順慶寺）
11 月
12 火  祠堂法要・倶会一処式（10：00、順慶寺）
13 水
14 木 木－２
15 金  同朋ゼミ（15：30、順慶寺）

16 土  順慶寺子ども会（9：00、順慶寺） 
17 日
18 月  真宗講座（19：00、順慶寺本堂）　　 敬老の日
19 火
20 水
21 木 木－３
22 金
23 土 秋分の日
24 日
25 月
26 火
27 水
28 木  宗祖聖人御命日（7：00、順慶寺本堂） 木－４
29 金
30 土
10/1 日  （有志）寺カフェ（9：00～、順慶寺南落間他）

●
9
月
の
寺
カ
フ
ェ
に
つ
い
て

9
月
1
日
の
寺
カ
フ
ェ
で
は
、
８
月

に
続
い
て
、
夏
季
限
定
で
ア
イ
ス
コ
ー

ヒ
ー
の
準
備
を
い
た
し
ま
す
。
皆
さ

ん
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。

●
祠
堂
法
要
の
駐
車
に
つ
い
て

祠
堂
法
要
の
際
の
駐
車
は
、
境
内

横
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
準
備
し
て

お
り
ま
す
が
、
不
足
と
な
っ
た
場
合

は
、
近
隣
の
駐
車
場
を
準
備
し
て

お
り
ま
す
。
当
日
、
係
員
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
同
朋
ゼ
ミ
の
時
間
変
更
に
つ
い
て

９
月
15
日
の
同
朋
ゼ
ミ
は
、
講
師
の

都
合
に
よ
り
、
時
間
を
一
時
間
半
遅

く
、
15
時
30
分
か
ら
始
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
次
号
で
寺
報
三
十
周
年

平
成
５
年
９
月
よ
り
毎
月
発
刊
し
た

寺
報
が
次
号
で
、
三
六
〇
号
と
な
り
、

三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
後
と
も

寺
報
を
お
引
き
立
て
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

編
集
・
発
行
人
　
池
浦
裕
哉

印
刷
・
発
行
所
　
順
慶
寺
内

真
宗
大
谷
派
順
慶
寺	

郵
便
番
号
　
四
四
八
ー
〇
〇
〇
四

	

愛
知
県
刈
谷
市
泉
田
町
池
之
浦
三

郵
送	

郵
送
料
毎
月
百
円（
年
間
千
二
百
円
）

	

振
替
〇
〇
八
三
〇
ー
〇
ー
一
六
二
六
九

会
員
　
護
寺
会
員
に
は
五
百
円
に
て

	
一
年
間
郵
送
を
い
た
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　U

RL	:	http://w
w
w
.junkyoji.com

/
	

E-M
AIL	:	support@

junkyoji.com

連
絡
　
電
話	

〇
五
六
六（
二
一
）一
九
三
四

	

Ｆ
Ａ
Ｘ	

〇
五
六
六（
二
六
）五
六
一
三

９月の主な行事予定
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おしらせ

サ
ト
イ
モ

み
な
さ
ん
、
秋
を
感
じ
る
９
月
に
な
り
ま

し
た
。
今
年
は
酷
暑
で
、
毎
日
本
当
に
暑
い

の
で
、
本
当
に
秋
は
来
る
の
か
心
配
に
な
り

ま
す
が
、
日
暮
れ
が
早
く
な
っ
て
虫
の
声
が

聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
秋
の
夜
長

を
感
じ
ま
す
。

９
月
に
な
る
と
サ
ト
イ
モ
が
そ
ろ
そ
ろ
収

穫
で
き
る
季
節
で
す
ね
。
サ
ト
イ
モ
は
、
味

噌
汁
に
入
れ
る
と
美
味
し
い
の
で
、
や
は
り

も
う
少
し
涼
し
く
な
っ
た
方
が
サ
ト
イ
モ
の

季
節
を
感
じ
ま
す
。

サ
ト
イ
モ
は
、
山
で
採
れ
る
ヤ
マ
イ
モ
に

対
し
て
、
里
で
多
く
栽
培
さ
れ
る
の
で
サ
ト

イ
モ
と
言
わ
れ
る
そ
う
で
す
。
収
穫
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
何
と
米
が
作
ら
れ
る

9
月
行
事
内
容 

詳
細

よ
り
も
古
い
、
縄
文
時
代
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

サ
ト
イ
モ
は
、
種
芋
の
成
長
し
た
茎
の
下

部
に
で
き
る
親
芋
か
ら
、
周
り
を
囲
む
よ
う

に
子
芋
が
で
き
、
子
芋
か
ら
さ
ら
に
孫
芋
が

で
き
る
そ
う
で
す
が
、
一
般
的
に
食
べ
る
の

は
子
芋
が
中
心
だ
そ
う
で
す
。

こ
ん
な
日
は

こ
ん
な
日
は

小
芋
に
浸
み
る
　
母
の
味

小
芋
に
浸
み
る
　
母
の
味

鳥
羽
夕
摩

鳥
羽
夕
摩

祠
堂
法
要
・
倶
会
一
処
式

9
月
12
日（
火
）

	

午
前
10
時
～	

順
慶
寺
本
堂

	

法
　
　
話	

伊
奈
祐
諦
氏

順
慶
寺
に
過
去
五
十
年
間
（
昭
和
48
年

9
月
か
ら
令
和
５
年
8
月
）
に
祠
堂
が

あ
が
っ
て
い
る
方
に
対
す
る
、
祠
堂
法
要

を
厳
修
い
た
し
ま
す
。

本
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
体
制
を
終
了
し
、

午
前
午
後
の
法
要
と
し
、
お
斎
接
待
、

呈
茶
接
待
な
ど
を
再
開
い
た
し
ま
す
。
令

和
元
年
の
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
体
制
に
戻
す

予
定
で
す
。

本
堂
の
参
詣
席
の
規
制
を
撤
廃
い
た
し

ま
す
の
で
、
通
知
の
あ
っ
た
方
々
、
ま
た
、

法
要
で
法
話
の
聴
聞
を
希
望
さ
れ
る
方

は
遠
慮
無
く
御
参
詣
く
だ
さ
い
。

※
同
日
午
後
か
ら
、
今
年
五
十
回
忌
を
迎

え
た
方
の
お
骨
を
納
骨
堂
下
に
埋
骨
す
る

倶
会
一
処
式
も
実
施
い
た
し
ま
す
。

祠
堂
法
要
日
程

 

９
月
12
日（
火
）
午
前
10
時
か
ら 

 

会
場
：
順
慶
寺

〇
10
時
～
12
時 
祠
堂
法
要

 
 

法
話
：
伊
奈
祐
諦
氏（
二
席
）

　
（
お
斎
）
正
午
～　

庫
裏
及
び
書
院
に
て

〇
13
時
～
15
時 

倶
会
一
処
式
・
祠
堂
法
要

 
 

法
話
：
伊
奈
祐
諦
氏（
二
席
）

　
（
お
や
つ
）
午
後
の
法
話
の
休
憩
時

◎
午
前
９
時
か
ら
10
時
半
ま
で
書
院
に
て

お
抹
茶
接
待
が
あ
り
ま
す
。


